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ヒルロム社、Liko（リコ）社(Liko Vårdlyft AB と Liko North America Corporation)の買収を発表 
 
・患者用リフト及び患者支援技術の先駆的製造業者の買収により、移動及び安全性に焦点を合わせた

解決策の追加が可能となり、ヒルロム社のポートフォリオを拡大することに役立ちます。 
・ヒルロム社が前回発表済みの成長と拡大に向けた戦略と首尾一貫させるために、今回の買収は非常

に厳選して行いました。 
・ヒルロム社の売り上げは買収後 12 ヵ月以内に徐々に上向きにすることを目指します。 
 
 
米国インディアナ州ベイツビル発（2008 年 10 月 2 日）- ヒルロム社(NYSE:HRC)とリコ社 
（Liko  Vårdlyft AB と Liko North America Corporation）は、ヒルロム社がリコ社を 1.83 億米ドル

にて買収したことを発表いたしました。インディアナ州ベイツビルに本社を置くヒルロム社は、患者

支援システム並びにそれに関連する医療技術並びにサービスの世界的大手の製造販売会社です。 

スウェーデンのル―レオに本社を置くリコ社は、患者を容易に動かしたり、移送したりするためのリ

フトやスリングの大手開発・供給会社です。患者を持ち上げることが必要となる、あらゆる状況に 

対応する広範囲の商品構成を通じて、リコ社の患者用リフトとその付属品は、世界中の急性期及び 

急性期以降の看護現場において、標準機能となっています。 

 

合併の契約手続きは 2008 年 10 月 1 日に終了しました。今回の合併により、2009 年度のヒルロム社の

GAAP（一般会計原則）による 1株当たりの利益は若干ですが増加し、それ以降は更なる増加が 

見込まれます。統合完了後には、この合併によりヒルロム社の本業の売上成長率と利益の増加が 

期待されています。リコ社は 2008 会計年度に約 7500 万米ドルの売上をもたらしました。合併は、 

現預金並びに融資により資金を調達しました。合併手続きの終了により、リコが得意としている製品

基盤、技術力、臨床的競争力と強固な販売網と、ヒルロムが確立したブランド、長い間築き上げた 

高い品質とサービスに対する評価、そして北米とヨーロッパで既に構築された幅広い販売網及び 

サービス組織を結合させ、相乗効果を生み出すことを期待しております。  

 

「リコ社がヒルロム社に加わることで、患者と看護スタッフのための予後を改善するというヒルロム

社のミッションとより密接に結び付きます」とヒルロム社の代表取締役社長兼 CEO の 

ピーター・H.ソダーバーグは語りました。「弊社のポートフォリオに補完的な技術を加え、看護領域

全般におけるヒルロム社の存在感と、世界的な事業展開の足跡の両方を活用していきたいという希望

を述べたことがありました。今回の買収はこの方針において重要なステップです。 

なぜならまずリコ社の売上の 75%近くが北米以外からもたらされていることがあげられます。 
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また、リコ社はリフトが幅広く普及している現場である急性期、療養看護及びホームケアの 

領域全般にバランス良く焦点を置いています。 

ヒルロム社においてもこれらの領域に集中的に焦点を絞っています。患者あるいは療養者を安全で 

効率的にベッドから、あるいはベッドへ移動させるという問題にも、リフト領域の先駆的な開発者 

であるリコの買収により今まで以上に良い支援をすることができます」 

 

ソダーバーグ氏は、リコ社を傘下にすることが、ヒルロム社が以前発表した戦略に一致していると 

付け加えました。「弊社は特にヨーロッパの市場並びに急性期以降の看護領域において我々の事業 

を補完し、更に高めることのできる非常に業績の良い会社を買収することを選択しました。」 

 

「ヒルロムにより、リコが成長し、より多くの世界中の患者や看護スタッフに我々の製品をお届け 

できる機会が与えられるでしょう」とリコの創立者の Gunnar Liljedahl は語っています。「両社の 

ミッションである患者と看護スタッフの日常の改善にフォーカスするということも、革新と卓越に 

焦点を合わせた社風も、両社は全体的に似ています。我々2社は、社員、社会そして顧客のために 

お互いに利益をもたらす、つまり Win-Win の関係になるでしょう。」 

 

リコは家族経営で、設立から 25 年以上の歴史があります。それは救急治療から療養看護、 

そしてホームケア市場の患者を持ち上げることと介助のニーズを満たす先進的な技術と総合的な 

解決方法を提供した歴史です。リコでは全世界で約 275 名が働いています。 

 

リコ社の製品はヒルロムのブランド名を加えたリコの名前で販売を開始します。リコの営業拠点は 

現在リコの本社であるル―レオとその他（特に米国マサチューセッツ州フランクリンと英国及び 

ドイツ）で展開されており、今後も若干の調整後継続する見通しです。 

 

合併手続きに伴う財務顧問は、ヒルロム側が Evli 銀行で、リコ側は、アーンスト・アンド・ヤングで

した。顧問弁護士はヒルロム側が Vinge and Bracewell & Giuliani LLP で、リコ側は Cederquist で

した。 

 

リコ社について 

リコ社は、患者用リフトとスリング製品の世界でも大手の開発・供給会社です。25 年以上の開発の 

歴史を持ち、そのリフト及び移動用装置の豊富なシステムは、市場で最も安全にそして効果的に患者

を持ち上げ、移動するお手伝いを致します。 

 

スウェーデンはもとより、その他の市場においても、リコ社の名前は患者用リフトと同義語です。 

リコは北欧では市場のリーダーで、世界市場では市場の約 20％を獲得しています。 

 

リコ…患者と看護スタッフに配慮したリフト 
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ヒルロム社について 

ヒルロム社は医療業界における医療技術及び関連サービス分野において、世界的な大手製造販売業者

で、患者サポートシステム、様々な急性期及び慢性期症状のための非侵襲性の治療用製品、医療機器

のレンタル及び IT ソリューション等を取り扱っております。ヒルロムの包括的な製品及びサービスの

提供は、病院はもちろん療養看護施設やホームケアの現場で患者看護の安全性と質を高める目的で、

一連の医療を通じて医療提供者により利用されております。  

 

ヒルロム…患者および看護スタッフの日常を革新的に改善すること 

 

www.hill-rom.com 
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